
②「東アジアの航空ネットワークの将来展開に対応した空港整備手法に関する研究」の評価結果（事後評

価） 

 

【総合評価】 

空港整備手法に関し更なる具体的な提案を期待するものの、近年の東アジア航空ネットワークの急速な

発展など国際航空輸送を巡る大きな環境変化への対応のあり方について、意欲的、多角的に取り組んだ点

は評価でき、研究の実施方法、体制等は概ね適切であったと評価する。また、更なる拡充は必要なものの、

国際航空ネットワークに関するデータベースや国際航空旅客流動変化の予測モデルを構築するとともに、

我が国における空港容量の確保方策を提案するなど一定の成果を挙げており、概ね目標を達成できたと評

価する。 

なお、我が国の空港整備政策を検討する上では、国際航空市場での空港間競争の影響評価やより適切な

国際航空旅客配分予測が行えるよう、データベースの拡充や予測モデルの改良など今後の研究の発展を期

待する。 

 

【評価指標別評価結果】 

研究の実施方法、 

体制等の妥当性 

１ 適切であった 

２ 概ね適切であった 

３ やや適切でなかった 

４ 適切でなかった 

 ★★ 

★★★★★ ★ 

 

目標の達成度 

１ 目標を十分達成できた 

２ 概ね目標を達成できた 

３ あまり目標を達成できなかった 

４ 目標を達成できなかった 

  

★★★★★ ★★★ 

 

 

 

【指摘事項】 

なお、以下の指摘事項があったので参考にされたい。 

・今回の国際航空ネットワークモデルでは、他国の空港整備の進展などの国際競争の影響が加味されてい

なく、楽観的な結果になっているのではないか。今後は、国際競争力を含めたモデルの開発を期待した

い。 

・本研究の一番重要な成果は、国際航空旅客流動の配分モデルを作ったものと考えて良いか。将来の需要

予測をするのであれば、経済モデルと連携する必要があるが、今回は将来の需要変化が計算できたとき

に、然るべき配分が計算できるツールを整えたものと考えて良いか。 

・研究成果の公表が、もう少しあっても良いのではないか。また、公表と併せ各種データの公表について

も検討願いたい。研究者の層を厚くするためにも、航空会社や空港等についてのデータベースの整備・

拡充を行って頂きたい。 

・少ない研究費で頑張っている。 

 



・少ない研究費で一定の成果が認められるが、路線の配分以外、空港整備手法の具体性が乏しい。 

・強力な解析ツールを開発したので、旅客需要の変化など、入力すべき変数についても検討して頂きたい。 
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